５　　　







【セミナー内容】

	科　目
	内　容
	時間

	９月１３日（木）　
	ＶＥの概要　　　　　　（講義）
	・オリエンテーション

・VEの定義・基本原則

・対象群の実態把握・機会損失の摘出
	7

	９月１４日（金）　
	ＶＥ対象の実態把握　　（講義と演習）
	・頭の体操・GVE活動手順の復習

・機能系統図

・条件マップ

・コスト・インデックス体系表

・コスト見積もり
	7

	９月２４日（月）
	ＶＥ構想の作成　

（チーム活動）
	・実習デザイン・インデックス体系表

・実習理想モデル

・実習個別最適解

・実習共通化検討

・実習適合性フィルター
	7

	９月２５日（火）
	事例発表
	・チーム活動発表

・講評

・講演：マツダのVE活動事例紹介
	7

	合　計
	28



ＶＥ（バリュー・エンジニアリング）セミナー受講申込書

申込日　平成　　　年　　　月　　　日

	（ふりがな）
氏　名
	
	生年月日
	西暦　　　　年　　月　　日

	
	
	年齢
	歳

	現住所
	〒　　　－



	所属企業


	企業名：
住　所：〒　　　－　



	部署役職名


	

	連絡先


	電　話：（　　　　　　　）　　－
ＦＡＸ：（　　　　　　　）　　－
E-mail：


【お問い合わせ・申込先】

鳥取県雇用創造協議会事務局（鳥取県庁商工労働部雇用人材総室内）伊井野（いいの）
〒680-8570　鳥取市東町一丁目２２０番地

TEL:0857-26-7662 　FAX:0857-26-8169　E-mail:iino-m@pref.tottori.jp
本チラシの電子ファイル（word形式）はこちらから→　http://www.pref.tottori.lg.jp/mirai/
とっとり雇用創造未来プラン「エンジニア人材育成事業」











�


�





�


〔無�料〕





本セミナーは、「顧客の求める製品機能を最低のライフサイクルコストで確実に達成するＶＥ」


について短期の集中セミナーを通じてマスターし、企業においてＶＥの実践を担う人材を育成することを目的としています。





ＶＥ（バリュー・エンジニアリング）とは・・・








製品やサービスの「価値」を、それが果たすべき「機能」とそのためにかける「コスト」の関係で把握し、


システム化された手順によって「価値」の向上を図る手法です。








※本セミナーを修了することにより、(公社)日本バリューエンジニアリング協会が認定するＶＥＬ（ＶＥリーダー）の


受験資格を得ることが出来ます。








時間　９：００～１７：００（昼休憩12:00-13:00）　





■開催日/内容　　　


　平成２４年�
科　目�
概　要�
�
９月１３日(木)�
ＶＥの概要


（講義）�
VEの必要性、定義、基本原則を解説。続いてVE活動ステップ毎に詳細を解説し、VEの全てを学びます。�
�
９月１４日(金)�
ＶＥ対象の実態把握


（講義と演習）�
演習問題を交えながら機能定義、機能評価、代替案作成、提案の各ステップについて学びます。�
�
９月２４日（月)�
ＶＥ構想の作成


（チーム活動）�
セミナー前半で習得したVE手法について、２チーム編成に別れ、実例よりVE活動を実践します。�
�
９月２５日（火）�
事例発表�
チーム活動成果の発表・講評。実量産部品における実施例紹介を交え、企業内実践の足掛かりを紹介します。�
�
　※セミナーの詳細については、裏面をご参照ください。


■会　場


　　　鳥取県産業技術センター　機械素材研究所　（米子市日下１２４７）


■対象者及び定員


　　　県内企業の開発・設計担当者　等　　１０名


　　　　　※申込みが定員を超える場合は、１社あたり１名程度とさせていただきますので、あらかじめご了承ください。　


■講　師


　　　マツダ株式会社ＶＥセンター　主幹　鈴木　隆　氏　他


■受講料


　　　無料（テキスト・教材費含む）


■申込み方法・期限


　　平成２４年８月２４日（金）までに裏面の申込書にご記入の上、裏面記載の申込み先へ


郵送、ＦＡＸ、又はメールにてお申し込みください。





鳥取県雇用創造協議会








